
大規模臨床試験の現状と臨床統計を学ぶ
がん臨床試験を紐解く
大規模臨床試験の現状と臨床統計を学ぶ
がん臨床試験を紐解く

平成24年11月22日（木） 19:00～21:00
ウェスティンナゴヤキャッスル 2F 青雲の間

日程

場所
愛知県名古屋市西区樋の口町3-19　TEL：052-521-2121

平成24年11月22日（木） 19:00～21:00
ウェスティンナゴヤキャッスル 2F 青雲の間

日程

場所
愛知県名古屋市西区樋の口町3-19　TEL：052-521-2121

プログラム
【 情報提供 】 

【 特別講演Ⅰ 】

国立がん研究センター東病院 乳腺・腫瘍内科 医長

【 特別講演Ⅱ 】

座長

座長

愛知県がんセンター中央病院 薬物療法部 部長／
NPO法人 愛知キャンサーネットワーク 理事長

国立病院機構名古屋医療センター がん総合診療部長

「がん臨床試験の統計的側面
 ‒最近の事例をふまえて‒」

「乳癌の臨床試験
 ‒生存期間延長に加えQOL向上を目指して‒」

横浜市立大学学術院医学群 臨床統計学・疫学 教授

向井 博文 先生

室　 　圭 先生

坂　 英雄 先生

森田 智視 先生

講演会終了後、意見交換会を用意しております。

共催：NPO法人 愛知キャンサーネットワーク


